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酒匂川水系鮎沢川の魚類

粛藤和久

Kazuhisa Saitou: Fish Fauna of Ayusawa River, a Branch of the Sakawa River 

はじめに

流程約15kmの鮎沢川は源を富士山の東山麓に発

し，静岡県御殿場市と小山町を主な流域としている。

神奈川県山北町谷峨で丹沢山地から流れてくる河内

川と合流し酒匂川となる。本河川の南側の分水界は，

御殿場市の市街地にあり，東に向かつて流れる鮎沢

川と南に流れる黄瀬川に分かれる。また，河川の一

部は両水系に流れているところもみられる（酒匂川

水系保全協議会， 2001）。 御殿場市内は， 富士山の山

腹が地震や噴火の影響で大きく崩れてなだれ落ちた

と考えられる泥流堆積物（御殿場泥流）による扇状

地状の裾野を形成しているのが特徴であることから

（環境アセスメントセンター， 1997），このようなな

だらかな水系の境を形成したものと考えられる。

これまでこの地域の淡水魚類については， 静岡県

内の調査の一部として行われたもの（板井， 1982；板

井ほか1990；板井ほか， 1999）と御殿場市（環境ア

セスメントセンター， 1997）や山北町（山崎・ 石原，

2002）によって行われたものがある。しかし，鮎沢

川水系の本・支川で詳細に行われた調査はない。

今回，鮎沢川水系で、魚類調査を行う機会を得たの

で，そこで明らかになった魚類相と周辺環境の状況

について報告する。なお，本調査は，酒匂川の水生

動物調査の一環として， 2000～2002年度に酒匂川水

系保全協議会（事務局 ：小田原市）の依頼を受けて

実施したものである。

調査場所及び調査方法

調査場所は，鮎沢川本川及び合流後の酒匂川を含

む8地点，鮎沢川左岸又は富士山域の支川26地点と

鮎沢川・酒匂川右岸又は箱根山域の支川 12地点の合

計46地点で、行った （図I及び表1）。 調査は20CD年9

月から2003年4月にかけて延べ17日行った（表1）。

採集は，タモ網 （目合い約3mm），サデ網（目合

い約3Illlll），投網 （26節），ピンドウ （プラスチック

製直径0.2m×長さ0.3m），エレクトロフィシャー（ス

ミスルート杜12型，400W）及び釣りで、行った。採集
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した資料は，現地で10%のホルマリン液で固定して

持ち帰り，後日同定を行った。なお，資料は，調査

地点と出現種を網羅する形で神奈川県立生命の星 ・

地球博物館に登録保管する予定であるが，本報告で

図示される標本及びそれらと同時に採集された標本

については，利便性を考慮し，先に登録作業を進め

た。I官M-NIは同博物館の魚類資料であることを示す。

また，種の同定，和名学名及び分類学的配列は中坊

(2000）に従った。

調査河川及び調査地点の概要は，次のとおりであ

る。河川形態区分は，可児(1944）を用いた。

調査地域内の河川の流路勾配は，富士山麓では急

峻であるが，御殿場市内では本川及び支川とも比較

図1鮎沢川水系の位置と調査地点数字は調査地点を表し、表1

のSt.NO.と同じ



表1調査河川・地点名と調査日

調査河川・地点名 調査年月 日 採集方法 備 考

鮎 St. 1暢気父橘 2000/12/2 丁、N

沢 2 もみじ橘 2000/12/2, 2001/3/28 丁、E

Jll 3 向田橋 2001/10/23 丁、E
． 
4 富士見橋 2000/12/2 丁、N

酒
匂 5 山北町透間 2001/10/23, 2003/3/14 T 

Jll 6 山北町諸淵 2002/1/18, 2003/3/14 丁、 E

本 7 河内川合流後 2002/1/18 丁、N、E

JI I 8 山北町谷蛾 2002/12/20 N、E

9 沢の湯川 2001/9/16 T 

10 五郎作川・中畑 2000/12/2, 2001/3/28 丁、 E

11 前川・前川橋 2000/12/2 T 

12 抜川・西村 2001/6/30 T 

13 竜良川・竜良川橋 2000/10/21 T 

14 つつじ川・栢の木橘 2000/10/21 T 

15 立沢川・立沢橋 2000/9/20 T 

鮎 16 馬伏川・北久原 2000/10/21, 2001/3/28 丁、S、E
沢 17 馬伏川・深沢 2000/10/21 T 
J II 18 海苔川・三石研修所裏 2000/9/20, 2001/3/28 T、E
左 19 海苔川・一色 2000/9/20 丁、N
芹
20 小山佐野川・北郷 2000/9/20, 2001/3/28 丁、E 探集魚なし

又
21 菖蒲沢川・用沢 2000/9/20 T 

1立
富
22 須川・須川本流ダム上流 2000/9/20 T 

士 23 須Jll・ワサビ闘機 2002/1/18 E 

山 24 上野川・上野 2002/12/20 巨

域 25 上野川・中日向 2001/9/16 T 

支 26 湯舟川 2003/2/26 E 

JI I 27 小野畑沢 2000/9/20 T 探集魚なし

28 野沢川・不老橋 2000/9/20 T 

29 野沢川・日影橋 2003/2/22 E 

30 中島川・八重桐の池上流 2001/8/2 T 採集魚なし

31 中島川・八重桐の池 2001/8/2 
／ 
N、B、F

32 中島川・八重桐の池下流 2001/8/2, 2001/11/28 T 

33 頓沢川 2003/3/14 E 

34 西沢川 2003/3/14 E 

35 地蔵川 2001/3/28 丁、E
鮎 36 池の沢川 2003/4/17 T 
沢 37 金時川・桑木水源下流 2001/11/28, 2003/2/26 E 
箱JII 38 金時川・金時向平橋 2001/10/23 丁、 E

根j酉 39 山沢川・せせらぎ橋 2001/10/23, 2003/2/26 丁、 E

山匂 40 山沢川・溶合河原橘 2001/11 /28, 2002/1/18 T 

域JII 41 地蔵堂川・銚子ヶ淵 2001/10/23, 2002112120 丁、E

支 42 地蔵堂Jll・神回繍 2001/10/23 丁、E
JI I右 43 大沢川・東名陸橋 2001/10/23 T、E
岸
又 44 大沢川・鮎沢川合流前 2002/12/20 E 

lま 45 畑沢・イカリガ沢合流 2003/2/22 E 

46 畑沢・酒匂川合流前 2003/2/22 E 

採集方法欄のアルファベットの表示は次のとおり。T：タモ網、S：サデ網、N：投網、B：ピンドウ、E：工レヲトロフィシヤヘ F：釣り
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図2主な調査河川の流程と流路勾配

鮎沢川
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的緩やかに下る。その後小山町から県境を越え河内

川と合流し，酒匂川となる。酒匂Jllは足柄平野を緩

やかに下る（図2）。 しかし，富士山麓の河川のほと

んどは，通常水が流れていないといわれている。ま

た，小山町内の地蔵堂川，野沢川，大沢川などの支

川は， 金時山や三国山などの山地を流れるため，鮎

沢川本川に比べ急峻で、ある。

St. 1：暢気父橋 （図3）～St.2：もみじ橋
御殿場市と小山町の境近くで，御殿場市の郊外にあたる。
河川形態はAa型であった。川幅約20rn，流幅3～！Ornで，水
量は豊富で、あった。両岸は，コンクリート護岸が王体である
が，一部石積み護岸も見られた。底質は砂礁が主体で，所々
に岩も見られた。大型水生動物ではカワニナが見られた。も
みじ橋のすぐ上流には，地蔵川が合流する。

St. 3：向田橋（図4）～ St.4：富士見橋
川幅は30～60m，流幅 10～40mで，両岸はコンクリー
トの護岸で，底質は砂泥と砂礁であった。河川形態はAaBb 
移行型であった。向田橋は町の郊外にあるが，富士見橋は小
山町の中心街にある。富士見橋の落差工には中央突出型の魚
道が設けられていた。

St. 5：山北日｜］透問（図 5）～ St.6 ：山北町諸i~IJ
鮎沢川が神奈川県山北町に入り，河内Jllと合流するまでの
間にあたる。河川形態は主にAaBb移行型で，川幅は 15～50
m，流幅 10～20mである。川は国道に沿って流れており，両
岸ともコンクリー卜護岸であった。底質は砂磯と岩であった。

St. 7：河内川合流後～ St.8：山北町谷11成
鮎沢川が河内川と合流した後の酒匂川で，川幅は約50m, 
流幅2～15mである。両岸はコンクリートで護岸されてい
た。河川形態は Bb型で，底質は砂礁であった。

St. 9：沢の湯川 （図6)
御殿場市郊外にあたり，川幅約 lm，流111高約 lmの水田地
帯を流れている小河川であった。右岸は石積み護岸が施され
ていた。底質は主に砂泥と砂礁である。大型の水生動物では
サワガニが見られた。

St.10 五郎作川 ・中畑
鮎沢川の上流域にあたる。 川幅は2～5m，流幅2～5m
で，両岸はコンクリートで護岸されていた。所々に落差工が
見られた。底質は主に砂礁で，周辺は木々に夜われていた。
大型水生動物はサワガニが見られた。

St.I I .前Jll.前川橋（図 7)
御殿場市街地のはずれにあたる。両岸はコンクリート護
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岸で，川幅は3～5m，流隔も川幅と同じである。所々に落
差工が見られた。底質は砂1尼と砂礁であった。

St.12：抜川 ・西村
馬伏川の支川で，川1p]ji0.3～0.5 m，流幅0.2～0.3mの小
河川である。底質は砂泥ないし砂礁であった。水田の中を流
れ，護岸は施されていないが， 川の土手に沿って樹木が植林
されていた。大型水生動物はカワニナとサワガニが見られ
た。

St.13：竜良川 ・竜良川橋（図8)
国道に架かる橋で，交通量は多いが，周辺には田畑も見ら
れた。 川11届は約Sm，流幅2～5mで，底質は砂礁が主体で
あるが，落差工や根回工も見られた。大型水生動物ではカワ
ニナが見られた。

St.14 つつじ川 ・栢の木橋
御殿場市の郊外にあたり，周辺には水田が見られた。川幅
は約 6m，流幅は 2～6mで，両岸はコ ンクリ ート護岸で
あった。底質は砂礁が主体であった。大型水生動物で、はサワ
方ニとカワニナが見られた。

St.15：立沢川 ・立沢橋
馬伏川の支流の一つで，川幅3～4m，流幅2～4mの小
さな川である。周辺は人家と畑が主であった。 大型水生動物
ではサワガニとカワニナが見られた。

針。16：馬伏川・北久原（悶 9)
御殿場市の郊外に位置し， 周辺には水田が見られた。川幅
2m，流幅0.5～2mで， 両岸はコ ンクリー卜護岸であった。
底質は砂泥ないし砂磯で， 草に覆われた洲が形成されている
ところもあった。 大型水生動物ではサワガニ，カワニナが見
られた。

St.17：馬伏川・深沢
上記の下流にあたる。調査地点の直下では護岸工事が行
われていた。工事か所以外は河畔林に覆われ，周辺には水回
が見られた。川幅10～15m,ifit幅2～Smで，底質は砂礁
が主体であった。大型水生動物ではサワガニが見られた。

St.18：海苔川 三石研修所裏
御殿場市と小山町との境を流れ，川幅約 5m，流幅2～5
mで，一音IIを除き護岸は施されていなかった。底質は砂礁
で，岩も多く見られた。河川形態はAa型であった。川の！協
には，農業用水用に地下から揚水された水が放流されてお
り，水量は豊富であった。

St.19 海苔川 ・一色
小山町の郊外にあたり，上記の下流にあたる。川I幅約5m, 
流幅2～5mで，両岸はコンクリート護岸であった。底質は
砂機で，所々に岩も見られた。また，短い区間に落差工が多
く存在していた。大型水生動物ではカワニナが見られた。

St.20：小山佐野川・ 北郷（図 10)
小山町の郊外に位置し，海苔川の本川にあたる。川I幅約5
m，流111,ji3～5mで，両岸はコンクリート護岸であった。底
質は砂礁が主体で，コンクリートの根回工や落差工が多く 見
られた。水は清浄で、，水量も豊富であるが， 魚類は採集でき
なかった。

St.21：菖蒲沢川 ・用沢
海苔川の支川で， 小山町の郊外を流れている。 川崎約3
m，流幅 l～2mで，両岸はコンクリート護岸であった。大
型水生動物ではサワガニが見られた。

St.22：須川 ・本流ダム上流 （図 lI) 
本流ダム滞水域の上流に位置し，周辺は森林であった。川
幅10～15m，流幅約 5mで，水は緩やかに流れていた。底
質は砂礁で，護岸は施されていなかった。

St.23：須川・ワサビ田横
上記ダムの下流にあたる。川11癌約15m，流幅5～Smで，
底質は砂礁が主体であった。コンクリー トの根回工が見ら
れ，中洲なども形成されていた。周辺はワサビ田や水菜が栽
培されており ，それらの流れ込みが流入していたO



図3. St.1：暢気父橋

図4. St.3：向田橋

図5. St.5：山北町透間

図6 St.9：沢の湯川

St.24：上野川・ 上野
須川の支川で， Jllill,'I;約7m，流rlr,'1;2～4mで，底質は砂礁
であった。 両岸はコンクリ ート護岸で，落差工も多くみられ
た。訓lも多く形成されていた。
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St.11前川・前川橋

図8.St.13：竜良川・竜良川橋

図9 馬伏川・北久原

St.25：上野川・中日向 （図 12)
小山町の郊外に位置し， 上野川の支川に流れ込む， 川q1jl;
0.2～0.5 m，流幅0.1～0.3mの細流であった。底質は砂泥
で， 周辺は水田が多く見られた。調査場所の水は湧き水に
よって維持されており，水路は素堀であった。周辺のほとん
どは，コンクリートの水路で，水量も多かった。大型水生動
物ではイモリとアメリカザリカニが見られた。

St.26: i易舟イII
小山町の郊外に位置し，周辺は園場整備が行われていた。
川崎3～ 5m，流幅約2.5mで，底質は砂泥ないし砂様であっ
た。両岸はコンクリート護岸で，落差工も所々で見られた。



図10. St.20：小山佐野川・北郷
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図11. St.22：須川・本流ダム上流

図12. St.25：上野川・中日向

St.31：中島川・八重桐の池

St.27：小野畑沢
野沢川の支川で，調査場所は更にその支川にあたり，川幅
0.5～I m，流帽0.2～0.5rnの細流であった。水深も浅く ，
水量も少なかった。底質は砂泥で，周辺には放棄田と思われ

る湿地帯が見られた。魚類は採捕できなかった。
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St.34：西沢川

図15. St.36：池の沢川

忘忍翠喪認議補 正y;,r-－ーー一匹必ず『？世

図16. St.37：金時川・桑木水源下流

St.45：畑沢・イ力リガ沢合流

St.28.野沢川 不老橋
野沢川の上流にあたり，周辺は森林地帯であった。川崎3
～5 rn，流幅0.5～2rnで，底質は砂礁であった。 調査場所
は護岸整備されていなかったが，コンクリートの落差工は見

られた。大型水生動物はサワガニが確認できた。



St.29：野沢川・ 日影橋
上記の下流に位置する。川幅約！Sm，流rjr]ll2～ 7mで，底
質は砂礁ないし砂泥であった。周辺では園場整備が行われて
いた。

St.30：中島川・八重桐の池上流
池には二本の河川が流入していた。一本は姥滝からのも
ので，水量がほとんどなかった。もう一本は川幅 1～ 1.5m, 
流I幅0.1～ 0.5mの細流で，水量も少なく途中で伏流してい
た。魚類は確認できなかった。大型水生動物はサワガニが見
られた。

St.31：中島川・八重桐の池 （図 13)
外周が約400mの農業用のため池て、あるが，釣り人が多く
見られた。聞き取りによれば，様々な魚種が放流されている
という。

St.32：中島川・八重桐の池下流
池の下流直下にあたる。川幅約！Om，流幅l～ 2mで，底
質は砂磯ないし砂泥であった。

St.33：頓沢川
小山町の東側に位置する。川幅約 5m，流幅2～ 3mで，
県道から鮎沢川合流までの下流は，コンクリートの落差工と
根固工が施されていた。県道から上流は，底質は砂泥ないし
砂礁で，採集もこの場所で行った。

St.34：西沢川 （図 14)
頓沢川の約400m東隣にあたるが，県道から下流でも河川
形態は異なっていた。護岸や根回工は施されていなかった。
川幅 3 ～ 5m，流幅 1 ～ 2mで，底質は砂語~であった。

St.35：地蔵川
もみじ橋て、鮎沢川と合流する川幅3～ 5m，流幅約 2m
の河川で，底質は砂礁であった。両岸はコンクリート護岸
で，務差工も見られた。

St.36：池の沢川 （図 15)
山久荘脇を流れる川幅約3m，流l幅1.5～ 2mの小河川で
ある。鮎沢川とは大きな落差工によって隔たっていた。底質
は砂礁ないし砂泥で，下流の一部にはコンクリート護岸が施
されていた。上流は河川形態Aa型であるが，更に上流はゴ
ルフ場で，河川は大きな堰堤によって遮られていた。大型水
生動物はサワガニとカワニナが見られた。

St.37：金時川・ 桑木水源下流（図 16)
金時川の上流に位置する。川幅 10～ 15m，流幅 1～ 5m
で，河川形態はAa型であった。底質は砂燥が主体で，岩も
多く見られた。

St.38：金時川・ 金時向平橋
上記の下流にあたる川幅約5m，流幅3～ 5mで，両岸は
コンクリート護岸が施されていた。底質は砂礁で，落差工も
見られたo

St.39：山沢川・せせらぎ橋
金時川の北側を流れる川幅5～7m，流幅2～3mの河
川である。底質は砂磯で，両岸はコンクリート護岸であっ
た。この橋よ り下流はゴルフ場の中を流れていた。

St.40：山沢川・落合河原橋
上記の下流にあたる川幅約 10m，流幅l～3mで，両岸
はコンクリート護岸であったO 底質は砂礁が主であったO 大
型水生動物はサワガニが見られた。

St.41：地蔵堂川・銚子ヶ淵
小山町郊外の山林を流れる河川で， JR足柄駅近くで鮎沢
川と合流する。川幅約 15m，流幅2～5mで，護岸は施さ
れていない。河川形態は Aa型。底質は砂礁が主体であった
が，一部に土砂の堆積が見られた。

St.42：地蔵堂川神田橋
上記の下流にあたる。川幅約 15m，流幅3～15mで，底
質は砂礁が主体であるが，根回工や落差工などが多く存在し
た。
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St.43：大沢川・ 東名陸橋
小山町の最も西側を流れる河川で，川幅約 ！Om，流幅2
～4mで， 調査場所は護岸が施されていなかったが，下流直
下には落差工が連続して存在していた。底質は砂礁で，洲の
形成も見られた。

St.44・大沢川・鮎沢川合流前
上記の下流に位置し，JR御殿場線の鉄橋近くである。川
幅 10～ 15m，流幅3～ 15mで，両岸は護岸が施されてい
た。底質は砂礁が主で，岩も多く見られた。また，鉄橋付近
は，河床もコンクリー卜で根固めされていた。

St.45：畑沢・イカリガ沢合流 （図 17)
神奈川県域の箱根山域から流れている河川で，上流には，
ゴルフ場と採石場がある。川幅約！Om，流幅 l～ 5mで＼河
川形態は Aa型を示していた。調査場所では護岸は施されて
いなかった。底質は砂礁ないし砂泥であった。

St.46・畑沢・ j酉匂川合流前
川幅10～15mと広いが， iiiE幅は3～6mであった。底質
は砂礁ないし砂泥であった。酒匂川とは勾配はあるが，積み
重なった砂磯や岩で合流していた。川の上を道路や鉄道が通
過するので，その近くはコンクリート護岸であった。

結果及び考察

今回の調査では， 6科16種の魚類が確認された

（亜種を含む）。後藤(1987）及び塚本(1994）の報告に

従って，この16種を生活史型で区分すると，純淡水

魚、は一次的淡水魚がコイ科の6種， ドジョウ科の3

種，ブラックパスの計10種，陸封性j炎水魚、がカジカ

のI種で合計11種であった。通し回遊魚、は遡河田遊

魚、がサケ科の4種（いずれも河川型個体群），両側回

遊魚はトウヨシノボリ（偽糧色型）のI種で合計5

種であった。ただし，トウヨシノボリ（偽桂色型）が

採集されたのは，酒匂川であるから，鮎沢川水系と

しては純淡水魚、と遡河回遊魚、だけが採集された。こ

のうち遡河回遊魚のサケ科4種は，いずれも河川型

個体群であるため，多くは一生を淡水域で、過ごすこ

とができる。鮎沢川の出現魚種の生活史型は，鮎沢

川が河口から約22km上流にあることから，純淡水魚、

と遡河回遊魚、の河川型個体群の2区分であったと考

えられる。

地点別に採集された魚種を表2に示した。出現地

点の多かった魚種は，アブラハヤが46調査地点中の

38地点に出現した。鮎沢川の本川及びほとんどの支

川に出現しており，鮎沢川の優占種であると考えら

れる。次いでヤマメの 17地点，ウグイの13地点で

あった。逆に，トウヨシノボリは1地点，モツゴ，キ

ンギヨ，ホトケドジョウ及びブラックパスの4種類

は， 2地点のみの出現であった。一方，魚種が多く

見られた地点は， 8種類のSt.8が最多で，次いで

6種類のSt. 1と6, 5種類のSt. 4, 31及び46で

あった。これらの地点の多くは鮎沢川・酒匂川本川

の地点で，他は本川合流前の地点と池であった。本

川合流前の地点では，本）｜｜からの進入も考えられる

ので，本川とその周辺で魚種が多くなったと思われ
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る。また，St.31の池での出現魚種は，ほとんどが放

流されたものと考えられる。支川の出現魚種は，本

川に比べ少なく ，多くても 4種であった。

なお，ilJJIJ奇・石原（2002）は，今回の調査で確認さ

れた魚種以外に，神奈川県域の鮎沢川に酒匂川水系

に放流されたアユがそ上していると報告している。

本調査で採集確認された魚種を各科ごとにまと

め， 以下に示した。記載は，科名， 種名の順である。

採集リスト （採集個体数，採集地点，採集年月日， 採

集者及び採集方法）は石綿（2001），石綿・粛藤（2002)

及び石綿 ・粛藤（2003）に示した。

コイ科 Cyprinidae
1 コイ Cyprinus c01p10 
鮎沢川及び酒匂川の本川 （以下， 本JI！という）と山沢川の
4地点から採集された。御殿場市ではコイの稚魚、 （ニシキゴ
イ）を放流しているという。板井（1982），環境アセスメント
センター（1997）及び山崎 ・石原（2002）の記録にも見られた。
St. 3の向田橋で採集された個体は体長約60rnmの幼魚であっ
た。放流された個体か自然繁殖した個体かは不明であった。

2 オイカワ Zacco platypus 
本川と畑沢の 5地点で採集されたが，個体数は少なかっ
た。板井（1982）から も記録されていた。鮎沢川左岸又は富士
山城支Jll（以下，左岸支川という）からは採集されなかった。
オイカワは 1995年頃から見られる ようになったという （山
橋私信）。山崎 ・石原（2002）の記録にも見られた。

3 アフラハヤ Phoxinus !agowskii steindachnen 
最も多くの38地点と，ほとんどの河川で出現していた。
支川では，本川に比べ個体数も多く採集され，優占種であっ
た。板井（1982）， 環境アセスメン トセンター（1997）及び山崎
石原（2002）の記録にも見られた。

4 ウクイ Tribolodon hakonens1s 
本Jllと鮎沢川 ・酒匂川右岸又は箱根山域支川 （以下，右岸
支川という）の13地点から採集された。オイカワと同様に
左岸支川からは採集されなかった。St.40山沢川・落合河原橋
で採集された個体を図 18に示した。鮎沢川本川にはウグイ
の永年禁漁区があり，このためか鮎沢川本川ではウグイが多
く採集され，最も個体数が多い魚種と思われる。本川では，
ウグイが優占種と考えられる。板井（1982）， 環境アセスメン
トセンター（1997）及び山崎 ー石原（2002）の記録にも見られた。

5 モツコ Pseudorasbora parν。
本川の2地点から採集されたが，支川からは採集されな
かった。採集個体数は少なかった。板井ほか(1990）の記録に
も見られた。

6 キンギョ Carassws sp 
中島川の八重桐の池とその下流の2地点から採集された。
池には多くの個体が観察された。聞き取りによれば，この池
にはキンギョをはじ，め多く の魚種が'it.'放流されているという。

ドジョウ科 Cobitidae 
7 ドジョ ウ Misgurnus onguil!icaudatus 
本！｜｜ と左岸支川の5地点で採集された。右岸支）｜｜からは
確認されなかった。板井（1982），板井ほか（1990）も本川と左
岸支川から記録していた。流れが緩やかな泥底を好むドジョ
ウが確認できなかった理由としては，右岸支川の周辺環境に
7)( EE¥やそれに速なる用水路あるいはそれに類似した環境が少
ないこ とが考えられる。環境アセスメン トセンター（1997）の
記録にも見られた。

8 シマドジョ ウ Cobitis b1wae 
本川，それも神奈川県域の的~沢川の 3 地点で採集さ れた
が，個体数は少なかった。採集地点はシマ ドジョウの好む砂
泥底であった。板井(1982）は，今回確認できなかった静岡県
側の鮎沢川で記録していた。山Iii奇・石原（2002）の記録にも見
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られた。

9 ホ卜ケドジョウ Lefi1a ecl11gonw 
左岸支川の2地点で採集された。同地点とも採集場所は
水団地帯の細流で，生息個体数はいずれも少ないと恩われ
る。繁殖水域として重要な場所と考えられる。過去には板井
ほか（1990），板井ほか（1999）及び環境アセスメントセンター
(1997）も報告していた。いずれも水田用の小水路で確認され
たが，生息地は減少傾向にある （板井ほか， 1999）。
本種は，静岡県レッドリスト（静岡県環境森林部自然保護
室，2003）では，県全体で絶滅危倶日類 （絶滅の危機が増大
している種），県東部の地域評価でさ らに厳しい絶滅危倶I
A類 （ごく 近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて
高いもの）に位置づけられてお り，鮎沢川水系での生息の柿ー
だ、は，県東部での貴重な存在といえる。

サケ科 Salmonidae
10 ニジマス Oncorhynchus 111yk1ss 
本川と左岸支川の5地点で採集された。鮎沢川漁業協同
組合及び小山町の釣友会によって放流されている。聞き取り
によれば，St.40山沢川 ・落合河原、橋ではニジマスが自然繁
殖しているという。しかし，今回の調査では確認できなかっ
た。環境アセスメントセンター（1997）及び山崎 ー石原（2002)
の記録にも見られた。

11 二ッコウイワナ Salvelinus /eucomaenis pluvii s 
左岸支川と右岸支川の3地点から採集され，鮎沢川では初
記録となるが，鮎沢川漁業協同組合，小山町観光協会及び釣
友会によって，放流はされていない。St.26湯舟川で採集され
た個体を図 19に示した。聞き取りによれば，密放流されてい
るという。特に， St.25上野川・中日向では，水田の中を流れ
る＊ll流て、採集され，ニァコウイワナの生息環境としては不適
切な場所である。また，神奈川県の畑沢でも確認されている
が， 1闘匂川漁業協同組合によって， 放流されていないという。

12 ヤマメ Oncorhynchu 
アフやラハヤに次いで多〈の 17地点で、採集された。St.24上

野川・ 上野で採集された個体を図 20に示した。小山町観光
協会と釣友会によって町内河川に放流されている。2001年
3月28日にSt.18海苔川 ・三石研修所裏で採集されたものは，
体長20～30mrnと小さい個体だけで，これらは放流された
個体と考えられる。環境アセスメントセンター（1997）の記録
にも見られた。

13 アマコ Oncorhynch山 川 副 ouishikawae 
本川及び両支川のll地点から採集された。鮎沢川では，鮎
沢川l骨、業協同組合によってiJ主流されている。St.16馬伏川・北
久原で採集された個体を図21に示した。この個体は銀化し
ていた。馬伏川には昔からアマゴが生息していたという （山
橋fl信）。 板井（1982）及び環境アセスメントセンター（1997) 
の記録にも見られた。また，過去には神奈川県の畑沢からも
記録されていたが，放流された個体と考えられる （山崎 石
原，2002）。
ヤマメとアマゴの分布に関しては，大島（1930; 1957a, 
I 957b; 1957c）によれば，本州太平洋岸における両亜種の
地迎的分布境界が酒匂川付近にあるとしている。鮎沢川水系
にアマコが分布し， 酒匂川水系にヤマメが分布しているとい
う。しかし，その後の酒匂川文化財調査委員会（1973）の調査
では， 酒匂川水系にも アマゴが広く分布し，ヤマメと混桜し
ているという。また，近年の放流事業や釣り人などによる密
放流により人為的な撹苦しが起こっている と推測される。この
ため，ヤマメとアマコ与の雑種と思われる個体が出現する とい
う （石原， 1992）。 今回の調査結果から，両亜種の特徴的な
分布は特に見られなかった。

カジカ科 Cotti dae 
14 カジカ Coituspollux 
過去にカジカの大卵型と呼ばれていたもので，本川 と支
川のll地点で採集された。St.8山北町谷峨で採集された個
体を図22に示した。本川では，神奈川県域でのみで，静岡
県域では採集されなかった。左岸支川では，須川水系と野沢
川だけであった。須川水系では多く採集されたが，野沢川で
は落差工と滝の区間で採集したため，個体数は多くなかっ
た。右岸支川で採集されたのは，池の沢川，金時川水系及び
J:m沢水系で、あったが，聞き取りによれば，山沢川，地蔵堂川



図18. 山沢川・落合河原橋で採集されたウグイ
KPM-NI12875.体長約160mm

図19. 湯舟川で採集されたこツコウイワナ
KPM-NI12888.体長約280mm

図20. 上野川・上野で、採集されたヤマメ
KPM-NI12883.体長約170mm

などその他の河川でも生息しているという （山橋私信）。 金
時川ではカジカが最も多く採集され，その中には幼魚、も見ら
れた。板井(1982）及び環境アセスメントセンター（1997）の

記録にも見られた。
本種は，静岡県レッドリスト（静岡県環境森林部白然保護

室，2003）では，県全体で準絶滅危倶種 （存続基盤が脆弱な
種），県東部の地域評価では，さらに厳しい絶滅危倶E類に
位置づけられており，今後も生息環境の変化などを追跡調査

する必要がある。
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図21 馬伏川・北久原で採集されたアマゴ
KPM-NI12864.体長約210mm

キ

図22. 山北町谷峨で採集された力ジ力
KPM-NI12909.体長約100mm

。毎・ ． ． 

中島川・八重桐の池下流で採集された
ブ、ラックパスKPM-NI12866.体長約220mm

サンフィッシュ科 Centrarchidae
15 7ラッワr＇：ス Micropterus salmoides 
左岸支川の中島川水系の八重桐の池とその下流で確認さ
れた（図23）。 鮎沢川水系からは初記録である。採集された
池て、は，多くの個体が遊i君、しているのを倖認した。池下流の
個体は，池からの流出したものと思われる。いずれも密放流

されたものと思われる。

ハゼ科 Gobiidae 
16 卜ウヨシノボリ （偽極色型） Rhinogobius Sp.OR 
河内川と合流した酒匂川の山北町谷峨でのみ採集された。



鮎沢川水系の魚類相の特徴は，

一つはウナギやハゼ類などに代表さ

れる通し回遊魚 （河川型個体群は，

除く）が確認されなかったことであ

る。これは小山町に発電用の大きな

ダムが存在し，魚類のそ上を阻害し

ていることによるものと考えられる。

もう一つは，鮎沢川本川での魚

類相はウグイが主体で、あったことと

そのウグイが左岸支JI［からは確認さ

れなかったことである。鮎沢川で

は，支川が本川に合流する前に落差

の大きな堰堤などが存在しており，

この堰堤などによって本川と支川と

の行き来ができなくなったことも大

きな理由と考えられる。

注1)今回の鮎沢川及び酒匂川の出現魚種と過去に鮎沢川で確認された魚種を示 アブラハヤはほとんどの河川で

す。 O~Dは鮎沢川だけの出現魚種、。印は鮎沢川及び酒匂川の両方に出現した 確認された。特に支川では，下流の
魚種，〈〉印は酒匂川だけに出現した魚種を示す。

本川合流前から上流の渓流域までの
j主2）坂井（1982）ほかには，坂井ほか（1990）と坂井ほか（1999）を含めた。
注3）鮎沢側と酒匂川の分岐境は『神奈川県の山北町谷峨とした。 広い範囲に見られ， 支川での｛憂占干重

注4）山崎・石原（2002）は，神奈川県域の鮎沢川で出現した魚種とした。 と考えられる。更に，鮎沢川の魚類

相にはニジマス，ヤマメ及びアマゴのサケ科の放流

魚、が大きな位置を占めていた（表4）。特に左岸支川

では，これらの放流魚を除くと，主にアブラハヤだけ

の単純な魚類相になるので，この放流魚、が魚類相の大

きな位置を占めていた。今後魚類相を維持するために

は，放流だけに頼らず放流魚、が再生産を行えるだけの

河川環境などの要件を備えているのか，調査検討も必

要と考えられる。

鮎沢川水系で、の魚類相は，コイ科， ドジョウ科な

と守の純淡水魚、とニジマス，ヤマメなどの放流魚、が主

体であり，周辺の河川のそれと比べて特徴のある魚

f重は見られなかった。

表3鮎沢川及び酒匂川の出現魚種

山崎・石原（2002）今回の調査結果

。。。。
o
o

一。。。

。。。。一。
O

A
V

一時

0
0
0
0
 

。
。。

環境アセスメント
センヲー（1997)。
。。

。
。
。
0

0

一O

板井（1982）ほか

0
0
0
0
0
 
0

0

0

 

。。
。
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魚種名

1コイ

2オイカワ

3アブラハヤ

4ウグイ

5モツゴ
6キンギョ

7ドジョウ
8シマドジョウ
9ホトケドジョウ
10アユ

11ニジマス

12ニツコウイワナ

13ヤマメ

14アマゴ
15カジカ

16ブラックパス

17トウヨシノボリ
種類数 9 

今回鮎沢川水系て、は採集されなかったが，過去には板井ほか
(1990）によって記録されていた（この中には，種色類似型と
記載されていた。）。 合流後の酒匂川では，これまでに勝呂ほ
か(1998）によっても確認されていたので，河内川合流前の鮎
沢川のSt.5～ 6の短い区間で エレクトロフィシャーも用
いて調査を行ったが，ヨシノボリ類は確認できなかった。河
内川合流後とこの区間には，そ上を阻むような大きな堰堤な
どは存在しなかった。ヨシノボリ類の酒匂川における分布や
生活史の詳細は，不明な点が多く，特にトウヨシノボリは，
その型が細分化され，分類上の混乱が起こっている。湖沼の
流入河川に生息するトウヨシノボリは，海に流下することな
く，湖沼などの止水域でも繁殖することが知られている（越
川， 2001）。トウヨシノボリは，本調査水域以外では，河内
川の上流にあたる丹沢湖上流の玄倉川で確認されており （勝
呂ほか， l998），これらの流下した個体がこれまで記録され
ていた可能性がある。一般にトウヨシノボリは緩やかな流を
好むため（上原，l996），流下した個体は，流の急な酒匂川
や鮎沢川をそ上する可能性が少ないと考えられる。

鮎沢川の周辺環境の特徴

富士山域の鮎沢川上流域は，泥流などが発生しや

すいため，その下流の御殿場市や小山町の郊外や市

街地の河川｜は， 護岸整備されているところが多かっ

た。このようなところの河川では，主にアブラハヤ

と放流魚という単純な魚類相であった。

箱根山域を流れる河川の周辺環境は，急峻な山地

を流れる渓流が特徴である。魚種もアブラハヤ，カ

ジカ，放流魚、という魚類相であった。また，御殿場

市郊外と小山町の丘陵地には，水田地帯が多く見ら

れたが，ここでも水路はU字溝によって整備され，

水量は多かった。小山町の水田地帯の一部で、は，湧

7］＼.を主体とした素堀の水路があり，ここでホトケド

ジョウが生息していた。しかしながら，このような
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鮎沢川の魚類相の特徴

鮎沢川水系の魚類については，これまで板井

(1982），板井ほか (1990），板井ほか (1999），環境ア

セスメ ントセンター（1997）及び山崎・石原（2002）の報

告がある。このうち，山崎・石原（2002）の報告は，神

奈川県域の鮎沢川だけである。これらの結果をまと

め表3に示した。今回鮎沢川で初めて記録された魚

種は，キンギヨ，ニッコウイワナ及びブラックパス

の3種であったが，全て放流されたものと考えられ

る。逆に確認されなかったのは，神奈川県域の鮎沢

川におけるアユの l種だけであった。過去には，作

中(1983）によっても河内JI［と鮎沢川の合流付近で，

アユを確認していたので，今回は，調査時期の関係

で確認できなかったとも考えられる。



表4サケ科魚種の採集個体数と放流魚種

調査河川・地点名

鮎 St. 1暢気父橋
沢 2 もみじ桶
Jll 3 向田橋． 
4 富士見橘

j酉

匂 5 山北町透問

Jll 6 山北町諸淵
本 7 河内川合流後

Jll 8 山北町谷峨
9 沢の湯川

10 五郎作川・中畑
11 前川・前川橋

12 被川・西村

13 竜良Jll・竜良川橋
14 つつじ川・栢の木構

鮎 15 立沢Jll・立沢橋

沢 16 馬伏川・北久原

Jll 17 馬伏川・深沢

左 18 海苔川・三右研修所裏

岸
19 海苔川・一色

文
20 小山佐野川・北郷

lま
21 菖蒲沢川・用沢

富
22 須川・須川本流ダム上流

士
23 須川・ワサビ田横

山
24 上野川・上野

域
25 上野川・中日向

支
26 湯舟川

27 小野畑沢
JI I 
28 野沢Jll・不老橋
29 野沢川・日影橋事

30 中島川・八重桐の池上流

31 中島Jll・八重桐の池
32 中島Jll・八重桐の池下流
33 頓沢川

34 西沢川

鮎 35 
地蔵川

沢
36 池の沢川

箱Jll
37 金時川・桑木水源下流

38 金時川・金時向平構

根酒• 39 山沢川・せせらぎ構
山匂 40 山沢川・落合河原橋

域Jll 41 地蔵堂川・銚子ヶ淵
支 42 地蔵堂川・神田橋
Jll右 43 大沢川・東名陸橋
岸
44 大沢川・鮎沢川合流前

又
45 畑沢・イカリガ沢合流

Iま
46 畑沢・酒匂川合流前

＋＋＋かなり多い。＋＋多い，＋ 少ない，ー採集なし

※ 下流の穴合橋で、はニジマスが放流されている。

ニジマス こツコウイワナ ヤマメ
＋＋＋ 一 一
一 一 一
一 一 一
＋＋ 一 ＋ 

一 一 一
一 一 一
一 一 一
一 一
一 一 一
一 一 ＋ 

一 一 一
一 一 一
一 一 一
一 一 一
一 一

一 一
一 一 一
一 一 ＋＋ 

＋ 一
一 一 一
一 一 一
一 一 一
一 一 ＋ 

一 一 ＋＋ 

一 ＋ 一
一 ＋ ＋＋ 

一 一 一
一 一 一
一 一 ＋ 

一 一 一
一 一 ＋＋ 

＋ 一 一
一 一 ＋ 

＋＋ 一 ＋ 

一 一 ＋＋ 

一 一 一
一 一 ＋ 

一 一
一 ＋ 

一 一 一
一 一 ＋ 

一 一 ＋ 

一 一 ＋ 

一 一 一
一 一 ＋ 

一 ＋ 一

アマゴ
＋ 

一
一
一
一
一
一
一
一
＋ 

ー

＋ 

一
一
＋＋＋ 

一
一
一
一
一
一
＋ 

一
一
＋＋＋ 

一
一
一
一
＋ 

一
一
一
一
一
＋ 

＋ 

＋＋＋ 

＋＋ 

一
一
一
一
一
一

注1)御殿場市内の主要河川にl 鮎沢川漁業協同組合によってニジマスとアマコいの2種類が放流されている。

注2）小山町内の主要河川に，小山町観光協会と釣友会によってニジマスとヤマメの2種類が放流されている。

放流魚種

ニジマス，アマゴ
ニジマス，アマゴ
ニジマス，アマゴ
ニジマス，ヤマメ

ニジマス，アマゴ

ニジマス，アマゴ

ヤマメ
ニジマス，アマゴ
ニジマス，アマゴ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ

ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ

数年に1回アマゴ
数年！こ1回アマゴ
アマゴ
アマゴ
ヤマメ
ヤマメ
ヤマメ

；主3）放流魚種欄の魚種は1 よ記放流事業によりほぼ毎年同じ場所に放流されており T 放流場所と調査場所が近い場合に放流魚種を記

載した。
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場所を流れる細流は，環境の変化を受けやすいため，

容易に消失してしまう可能性がある。今後，ホトケ

ドジョウの地域個体群の保護のためには，周辺環境

と生息する魚類との関連などを詳細に調査検討を行

うことが重要であると考えられる。

まとめ

酒匂川水系鮎沢川の魚類相の調査を2000年9月か

ら2003年4月まで、行った。 6科16種（亜種を含む）の

魚類を記録したが，そのうち純淡水魚が11種，通し

回遊魚、は遡河回遊魚、が4種（いずれも河川型個体群）

と両側回遊魚、がI種（酒匂川での採集）で、あった。一

生計炎水域で過ごす魚種は，コイ科主体の純i:k水魚と
通し回遊魚、の河川型個体群で約9割を占めていた。

多くの地点に出現した魚種はアブラハヤ，ヤマ

メ，ウグイの）｜｜頁で， 4寺にアブラハヤは，ほとんどの
地点に出現した。また，多くの魚種が出現したのは

本川の水域で， 優占種はウグイであった。支川の水

域では，出現魚種は少なかった。

鮎沢川流域の周辺環境は，本JI！と左岸支）11は御殿

場市や小山町の郊外や市街地を流れる河川のほとん

どが護岸されていた。水田地帯の一部に，絶滅危慎

種のホトケドジョウの生息する細流が見られた。右

岸支Jllは，急峻な山地を流れる渓流が特徴であった。
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